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cc で表記した），文様がなく統一化されていない器形である。ON（大野池）231 型式では 260cc で
波状文が付されるものの，やはり形態の統一はない。定型化以後 200cc 前後となり，形態も共通し，
5世紀後半のTK（高蔵寺）23・TK47 型式には 100cc 近くに小型化する。6世紀以降のⅡ期のハソ









500 ～ 900cc の大型ハソウや樽形ハソウがあることからも，このような容量の大きなハソウが本来
の形であろう。Ⅰ期からⅡ期にかけて順次容量が少なくなっていくものの，ハソウの形態は保って
いく。7世紀になると高台や短注口を付ける地域もあり，その系譜は 8世紀初頭あるいは前半で消
滅するが，尾張では 8世紀第 3四半期，美濃では 8世紀第 4四半期まで存続する。
8世紀になると大型ハソウが再び見られるようになる。美濃では 8世紀初めの岐阜市老洞窯で，
胴径 20㎝以上，あるいは口径 25㎝ほどの大型ハソウが出土し，8世紀第 4四半期の各務原市稲田





そのうち𤭯は和泉 8口，美濃 10口，備前 12口がみられる。践祚大嘗祭式 17雑器条では河内，和泉，
尾張，参河，淡路，備前のうち，𤭯（匜）は尾張 16 口，参河 60 口，備前 30 口がみえる。斎宮式






















式 66 供新嘗料条に美濃国産の匜八口，同 71 年料供物条に美濃国産の匜一口がみえる。さらに ,
大嘗祭式 17 雑器条に尾張国産匜十六口（荒井論文はこれを脱す）と三河国産の匜六十口，備
前国産の匜二十がみえる。『儀式』二は「匜」，『儀式』四は「𤭯」の字を使っている。
大嘗祭式 17 雑器条に，河内，和泉，尾張，参河，備前の五国（宮内式 15 条では参河国に代わり
美濃国）へ宮内省の史生を遣わし，神御に供する雑器を作らせている。その中で，匜を尾張国 16 口，
















老洞窯に続くハソウは不明確であるが，各務原市太田 3号窯は，美濃須衛Ⅳ期第 2小期で 8世紀
中葉とする（第 1図 18）。この器形は肩部径 15.2㎝と中型で肩部が鋭角に屈曲する［各務原市埋蔵文
化財調査センター1996］。その後再びハソウが出現するのは長岡京期とする各務原市天狗谷4号窯（第
1図20）［各務原市埋蔵文化財調査センター 1998］，8 世紀代 4四半期の稲田山 13 号窯（第1図19）［各
402
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日進市岩崎 41 号窯（I―41 号窯式）が 7世紀第 4四半期で高台とともに肩が張る胴部で，頸部と
口縁は大きく開く（第 2図 1・2）。8世紀第 1四半期の春日井市高蔵寺 2号窯（C―2 号窯式）（第 2
図 3）［愛知県教育委員会 1983］もほぼ同一形態であるが，肩部が直線状となり縦断面五角形に近く
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18 19 20 21
1～17．岐阜市老洞 1号窯　18. 各務原市美濃須衛窯太田 3号窯　19. 同美濃






あったためであろう。同じく C―2 号窯式の春日井市桃花園 1号窯は，肩部の屈曲が鋭角で体部も
直線的な五角形を呈する（第2図6・7）。続く8世紀第2四半期のみよし市K―41号窯（I―25号窯式）
は，胴部が丸みを持つことが特徴で，短注口も胴部中位のやや下方に付く（第 2図 11）。次の刈谷
市井ヶ谷 67 号窯は，以前はNN―32 号窯式に含まれていた（第 2図 12）［愛知県教育委員会 1980］が，
県史では位置づけは不明である。この特徴は，孔に注口は付着せず，瓶類の影響を受けたためか胴
部がやや縦長になる。高台部は，NN―32 号窯式の瓶類と同様，台形になることからも同窯式に近
い 8世紀第 3四半期の製品といえよう［愛知県史編さん委員会 2015］。
尾張には美濃老洞窯のような大型ハソウは確認できないが，春日井市神屋 1号窯（C―2 号窯式）
の平瓶は，図から判断するに平瓶の口縁と思えず，ハソウの可能性がある。ハソウとすれば短注口
の内径が 2㎝と太く，器壁は薄いものの大型ハソウのと考えられる（第 2図 8）［愛知県史編さん委員
会 2015］。
尾張のハソウは，主計式上に貢納はなく，大嘗祭式 17 雑器条に匜 16 口が見られるのみであるが，
尾張のハソウの生産は一定量継続して 8世紀第 3四半期を終焉としたのであろう。
三河国  
三河国では大嘗祭式 17 雑器条に匜を尾張国 16 口，三河国 60 口作ることが見える。前述したよ
うに三河国の匜 60 口から見れば，9世紀の出土品は確認できなく，8世紀のことであろう。
三河国の豊橋市中田BC古窯址 4号窯・5号窯出土ハソウは，肩部の屈曲が鋭角で体部も直線的













9 10 11 12
1・2．日進市岩崎 41 号窯　3. 春日井市高蔵寺 2号窯　4・5・8．春日井市神屋 1号窯
6・7．春日井市桃花園 1号窯　9. 豊橋市中田 B・C古窯 5 号窯　10. 豊橋市中田 B・C













世紀末においた（第 3図 1・2）［後藤 2015］。胴部は縦断面五角形で，尾張の春日井市桃花園 1号
窯例に類似する。
鈴木敏則は，これまでの編年ではⅤ期（初）前にハソウがありその時期以降消滅するとしたが
［鈴木 1999］，その後ハソウはⅤ 2期まで続き，それ以降消滅すると改めた［鈴木 2014］。その編
年ではⅤ 2期前は平城Ⅱの 720 年前後に並行するようである。Ⅴ 1期が 700 年を中心とする時期
で，古墳時代から続く無高台の丸底ハソウと高台の付くハソウが共存し，後者は肩部が鋭く屈曲す
る（第 3図 3）。なお，両者とも頸部から口縁部へは段をなして移行する。
湖西窯ではⅢ―4 の 7 世紀前葉にはハソウに短注口が付けられる。尾張ではⅢ―1 小期，H―15 窯式
1 2 3
4 5
6 7 8 9 10 11
12 13 14 15
1・2．静岡県湖西市吉美中村遺跡　3．浜松市東区半田山A7号墳　4．三重県明和町斎宮跡第 70－1 次調査
5．大阪府堺市陶邑窯TG64 号窯　6．同TK116 号窯　7．同KM22 号窯　8．兵庫県三田市地福 3号窯　9．丹
波市山垣遺跡　10～12．岡山県瀬戸内市邑久窯跡群寒風 1号窯　13・14．島根県松江市出雲国庁跡　15．松
江市別所遺跡







る。主計式では𤭯 8 口を調納しているが，考古学的には 8世紀のハソウの生産は不明確である。
陶邑窯跡群では，TG64 号窯で無台と台付き（第 3図 5）の二種があるが，高台ではなく 7世紀







備前国は主計式で𤭯を12 口調納し，践祚大嘗祭では 30 口納めている。しかし，考古学的には邑
久窯跡群の調査は少なく，8世紀のハソウは不明確である。
岡山県瀬戸市寒風 1号窯灰原で 3個体確認できたが，1点は高台付きであり，2点は平底と丸底








薬師寺 SE037 で胴部が縦断面五角形の高台の付いたミニチュアハソウ（第 4図 1）が出土してい
る。土師器・黒色土器・須恵器から「平城宮Ⅰ」と「平城宮Ⅱ」との中間に位置付けられ，尾張の
編年C―2 号窯式と考えられ，710 年以降とする［奈良国立文化財研究所 1987］。肩部径 5㎝と小型で
水注と考えられている。口頸部と注口部を欠失しているが，孔部の基部接合痕から注口の装着が想
定されている。
右京三条二坊からも類似したハソウ（第 4図 2）が出土し，尾張産とする［巽 1998］。短注口を持
ち高台径が広く，美濃産の形態に類似する。これも水注と考えられる。
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尾張の井ヶ谷 67 号窯に近い形態から 8世紀後半であろうか［奈良県立橿原考古学研究所 2015］。
平城京左京九条三坊十坪 SE3755 の大型ハソウ（第 4図 7）は，壺 Lとされる器形であるが，胴
部下半にハソウと共通する斜め上方を向く孔があけられる［奈良国立文化財研究所 1986］。孔の位置
や器形などハソウの系譜から逸脱する。平城宮Ⅲ～Ⅳ，730 ～ 767 年であることから，この頃には
ハソウの系譜上にない目的も異なる形態が作られたのであろう。この点は後述する。
平城京東堀河 SD1300 の壺 L（第 4図 8）は，胴部最大径直下に焼成後の穿孔がみられる［奈良




















平城京左京三条二坊 SD5100 溝状土坑のハソウ 2点は，口縁部のみで大型は 20.3㎝，中型は 13.5
㎝である（第 4図 9・10）［奈良国立文化財研究所 1996］。特に大型は，頸部が太く口縁部は外傾し
て開き，口唇端部が短く直立する類例の少ない器形である。両者とも尾張産で，平城宮Ⅲ，730 ～
750 年と想定されている［愛知県教育委員会 2015 p609］。
平城京三条大路の SX0603 廃棄Ⅰから出土した大型ハソウ（第 4図 11）は，胴部は壺形態で八
角形に面取りされた 11㎝と長い注口が付けられていることが特徴である［奈良県立橿原考古学研究
所 2011］。頸部は直立したのち，屈曲し大きく皿状に開く口縁で，口唇部には端面が作られる。左






存在する。陶邑では 7世紀前半に台脚が付き，KM22 号窯（第 3図 7）に高台が見られる。備前で



























酒式に頻出するほか，斎宮式の 30 野宮供新嘗料条・37 野宮年料供物条・66 供新嘗料条・71 年料




量は 7世紀代に 50cc 前後，8世紀に増えたとしても 100cc 前後であり，手水に使うには少なすぎ
るのではなかろうか。
造酒式 9に鎮魂祭料として，酒とともに都婆波四口，坩四口，土盞四口，小匜四口，缶一口，篦
竹六株などが供神料として見られる。この小匜は造酒式 10 新嘗會白黑二酒料（1ヵ所），造酒式 34
供奉年料（1ヵ所）にも見られることから，小匜は酒と関わる器と想定できるのではなかろうか。
小匜は『延喜式』の中でわずか 3ヵ所に見られるだけであるが，小匜の存在から匜には大小ある





























ハソウは 120cc から 260cc あり，初期須恵器に大型ハソウや樽形ハソウの存在を考えると，酒か手











た，調納国ではないが，尾張でも井ヶ谷 67 号窯や，NN―32 号窯式段階の 8世紀第 3四半期までハ
ソウはまだ製作されている。
平城京では左京三条二坊 SD5100 溝状土坑の大型ハソウは平城宮Ⅲ期の尾張産である［愛知県史
































ていた土器はいつの土器かを探ってみようとした。尾張・美濃で 8世紀第 3四半期や第 4四半期ま
で生産されているものの，その他の調納国では 8世紀前半には生産を終えていることから，ハソウ
からみるならば主計式の内容は 8世紀前半までの土器について記されている可能性が高い。
































































第 218 集   2019 年 12 月
   　　（駒澤大学文学部，国立歴史民俗博物館共同研究員） 
（2018 年 9 月 18 日受付，2019 年 2 月 6 日審査終了）
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